


 
  



 

～講評～ 

大問 1 有機化学に関する総合問題でした。あまり見かけない問題も多く受験生は苦労したでしょう。問 1 のア～

ウと a～c はできて欲しい問題です。d は構造式の例を参考にすれば書けないこともありませんが、受験生に

とっては厳しかったでしょう。問 2 と問 3 は高校化学の範囲を逸脱していて、問 2 はマルコフニコフ則を説

明するくらいしか書きようがなかったと思います。問 1 の d や問 3 はできなくても問題ないでしょう。 

大問 2 ダニエル電池のしくみを題材に、ファラデー定数やアボガドロ定数を求める問題で、煩雑な計算もなく完答

して欲しい問題でした。 

大問 3 核酸に関する問題でした。問 3 の塩基対の水素結合を図示する問題は過去に近大医学部などでも出題され

ているので、医学部受験生ならできて欲しい問題です。 

大問 4 アミノ酸に関する問題で、化学をきちんと勉強してきた受験生なら一度は解いたことのあるような典型的

な問題でしたので、比較的簡単だったのではないでしょうか。 

 

例年通り大問 4 題の出題でしたが、そのうち有機化学が 3 題と大半を占めていました。大問 2～4 をミスなく解答

し、大問 1 のできる問題を解くという形で、一次合格には 7 割以上はとっておきたいところです。 

 


